
令和 5年度（令和 4年度分）八重瀬町教育委員会の主要施策に対する外部委員の評価と提言 

 

 3名の評価委員の意見を集約し、以下、個別の政策、施策について評価と提言を行った。各番号は、点

検・評価表に準ずる。 

 

【学校教育課】 

前年度と比較すると評価が下がっている事業はあるが、外国語指導強化事業、八重瀬町 ICT 支援員配

置事業については成果をあげている。引き続き課題については検討いただき、質の向上に努めていただ

きたい。 

 

Ⅰ 学校教育の充実 

1. 学力向上推進 

保幼こ小連携・小中連携の推進について、各機関の連携として、教職員の研修会や公開保育等を実施

していることはとても素晴らしい取り組みである。今後は、アプロ―チ・スタートカリキュラムを通し

て、国の推進する架橋プロジェクトなどの周知・実施をすることで、子どもたちにとってより良い環境

づくりができることができると考える。 

学力向上の取り組みについても、今後も組織的・継続的な取り組みを行い学習の定着を図っていただ

きたい。 

 

2. 学力向上支援事業 

年度当初は支援員の配置ができていない状況があったが、年度内での計画通りの配置が実施できて

いる。今後も積極的な人員の確保に取り組み配置率を引き上げることで学力向上へつなげていただき

たい。 

 

3. 特別支援員配置事業 

 年度中に学校からの要望に合わせて柔軟な対応を行い、配置率が 105％と計画を超えて配置できてい

ることは、子ども達の取りこぼしなく学習支援ができると考える。今後も、募集方法などの検討を行

い、人員確保に努めていただきたい。 

 

4. 教育相談支援コーディネーター等配置事業 

昨年度よりも相談件数が 2倍近く増えていることから、今後も家庭・学校・教育委員会・関係機関の

連携もと問題行動の未然防止、早期発見及び早期解決、児童生徒の問題行動の解決・改善についての取

り組みを継続していただきたい。 

 

 8.教育支援委員会 

  保育園・こども園、関係課との連携を図り、就学前からの支援の必要な児童の把握を行うことで、充

実したより良い支援の在り方について連携し取り組めると考える。今後も、関係機関、保護者、就学後

も学校と連携し、幼児・児童・生徒への支援の充実に取り組んでいただきたい。 



 13.学校給食 

  給食の質の低下につながらないよう、給食センター施設等の整備、調理員の確保し安定した調理体

制を整えること、学校給食納付率の向上に向け、引き続き各課連携を図り対応していただきたい。 

 

 

【生涯学習文化課】 

  生涯学習はとても重要であることから、サークル活動や人材交流、文化財の調査保全について、これ

まで同様の広報活動などの取り組みを継続していただきたい。 

 

Ⅱ 生涯学習の充実 

4.図書館事業の充実 

 事業項目全体において成果が見られる。調査研究の資料提供、住民のニーズやリクエストに応え図書

の紹介や新書の増冊を行っていることは、読書活動の取り組みは生涯学習の向上へもつながることか

ら、今後に期待したい。また、電子書籍についてもさらなる拡充を期待したい。今後も図書（電子書籍

含む）の充実と、利用者が新規・継続と利用できるよう運営に努めていただきたい。 

 

6.文化振興事業 

 地域に根ざした伝統文化の保存、継承、後継者の育成等を行うため、今後も地域・自治会や伝統芸能

保存団体への情報提供を行うと共に、補助金・助成金申請時の支援を強化し、伝統芸能等の継承・発展

に取り組んでいただきたい。 

 

8.八重瀬町史編纂事業 

町史言語編の発刊に向けての集落内での聞き取り調査について、言語に詳しい方の高齢化も懸念さ

れるため調査を進められるよう検討していただきたい。 

 

【スポーツ振興課】 

昨年度まで新型コロナウイルス感染拡大の影響を受け、実施できていない事業が多かったが、今年度

は感染対策を講じほとんどの事業が実施できている。引き続き課題については検討いただき、今後も事

業推進に努めていただきたい。 

 

Ⅲ 社会体育の充実 

8. 2022男だけの水泳教室 

 女性に比べると参加率の低い男性へのアプローチとしてよい取り組みだと考える。10 名の定員に対

し 10 名の参加・継続があることから、今後、中級、上級へとステップアップすることに期待したい。 

 

 9. 小学生水泳教室 

   募集人数より多くの児童が参加していること、また、昨年度課題であった参加費についても改善さ

れていることは評価できる。今後も多くの児童が参加、受講できるよう継続していただきたい。 



 

 18. サッカーキャンプ事業 

    新型コロナウイルス感染症拡大の影響が残る中で、誘客に課題があったが、目標である誘致、キャ

ンプの受け入れと目標が達成されたことは評価できる。今後の誘客および地域児童等との交流など期待

したい。 

 


